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研究会だより

第48回岡山実験動物研究会

平成16年11月26日 (金)午後1時30分から午後5

時25分までピュアリティまきびで日本生物工学会

西日本支部の協賛をいただいて開催された｡はじ

めに会長代理の佐藤 (岡山大学農学部)から開会

のあいさつがあり､その後､一般講演に移った｡

一般講演 (I)は｢-アレスマウスを用いた新規ア

トピー性皮膚炎モデルの開発｣と題 して田窪美保

さん (岡山大学薬学部)が講演された｡この司会

は内藤一郎先生 (岡山大学大学院医歯学総合研究

料)が担当された｡ 一般講演 (2)は｢TDI点鼻に

より誘発される鼻閉症状における抗ヒスタミン薬

の効果｣と題して津喜多栄さん (岡山大学薬学部)
が講演された｡この司会は河田哲典先生 (岡山大

学教育学部)が担当された｡一般講演 (3)は｢ニ

ワトリB細胞株を用いたタンパク分子改変システ

ムの構築 :変異導入機能のON/OFF制御｣と題 し
て藤堂景史氏 (岡山大学工学部)が講演された｡

この司会は浅田伸彦先生 (岡山理科大学理学部)

が担当された｡一般講演 (4)は｢Hairyears(Eh)

マウスが持つ染色体逆位の切断点の特定｣と題 し

て片山健太郎氏(同日｣大学大学院自然科学研究科)

が講演 した｡

休憩を取った後､事務局から会務報告があった｡

①平成16年度の活動 :第47回研究会は6月25日

(金)13:30から川崎医科大学別館 6階大会議

室で､賛助会員による講演1題､一般講演3題､

特別講演 1題､第48回研究会は11月26日 (金)

13:30からピュアリティまきびで､一般講演4

題､特別講演 1題､記念講演 1題｡研究会報

(第21号)の発行 (10月)｡投稿規程の一部改

正 :和文表題､著者名 (全員の姓名)のみは英

文にして､寄稿の際に添付する｡ 寄稿に不備が

あると判断された場合は､事務局が寄稿者に修

正等を依頼するを追加事項とした｡次期の役員

(平成17-18年度)の選任｡名誉会員の推戴 :

㈱林原常務取締役の栗本雅司氏が平成16年11月

26日開催の第48回研究会で推戴された｡理事会

の開催 :6月25日と11月26日｡ 常務理事会の開

催 :4月27日､10月7日｡

②平成16年度 (1月1日～11月24日)会計収支中間

報告 :収入総額859,163円 (前年度繰越金

446,157円を含む)､支出総額は275,395円､残高

は583,768円｡

(亘平成17年度の活動計画 :研究会は2回開催｡第

49回研究会は岡山理科大学の浅田伸彦先生のお

世話で､6月に岡山理科大学で開催｡一般講演､

賛助会員による講演､特別講演などを企画して

いる｡ 第50回研究会は11月下旬に公共施設で開

催｡特別講演､招待講演､記念講演などを企画｡

第22号会報の編集 ･発行 (9月)､理事会の開催

は第49回､50回研究会目､常務理事会は4-5月､

9-10月に2回開催の予定｡研究会のホームペ

ージ作成の提案｡

会務報告後､直ちに特別講演に移った｡特別講

演は ｢軟骨形成不全症モデル動物を用いた長管

骨の成長を制御する遺伝子の解析｣ と題 して辻

岳人先生 (岡山大学大学院自然科学研究科)が講

演された｡この司会は大森 蔚先生 (岡山大学工

学部)が担当された｡

特別講演に引き続いて､記念講演が行われた｡

記念講演は ｢犬の来た道｣と題して田名部雄一先
坐 (岐阜大学名誉教授)が講演された｡ この司会

は佐藤勝紀先生 (岡山大学農学部)が担当した｡

記念講演終了後､同会場で懇親会が持たれ､講

演いただいた先生方と会員相互の親睦を深め､和

やかなうちに閉会した｡

一般講演 1

ヘアレスマウスを用いた

新規ア トピー性皮膚炎モデルの開発

田窪美保 ･津室多栄 ･亀井千見

聞山大学 ･薬学部 ･薬物作用解析学

【目的】ア トピー性皮膚炎は､掻樺感､発赤､皮

膚の乾燥などを特徴とする疾患である｡ 近年､発

症率が増加の一途を辿 り､その要因として､環境

因子､社会的因子､患者自身の精神的ストレスな

ど様々な因子が考えられている｡ 本疾患の治療法

の開発が遅れた原因として､適切なアトピー性皮

膚炎モデルが少ないことがあげられる｡ そこで､

今回､ヘアレスマウスを用いて､掻葎行動や皮膚

症状などを指標とした新たなア トピー性皮膚炎モ

デルとしての有用性の検討を行った｡

【方法】実験には､雌性Hos:HR-1系マウスを用い､

各種ケミカルメディエーターに対する感受性を

ICR系およびddY系マウスと比較検討 した｡マウ

スの吻側背部にcompound48/80,histamine,sero-

toninおよびsubstancePを皮内投与することにより

生ずる注射部位に対する後肢の掻痔行動を観察 し

た｡また､抗原抗体反応によるアトピー性皮膚炎

モデルの作製の検討を行った｡抗原としてOVA

100/∠g､アジュバントであるALUM 1mgおよび

百日咳毒素300ngを生理食塩液0.2mlに溶解 し､初

回感作として腹腔内投与 した｡初回感作5日後に､

追加感作 として抗原溶液50FLgのみ背部皮下に投
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与した｡さらに､初回感作から18日日以降､局所

感作をあらかじめ背部に傷をつけた部位に抗原を

塗布する方法､抗原を皮内投与する方法で行った｡

局所感作後､背部皮膚histamine含量を測定した｡

【結果】本研究で用いたケミカルメディエーター

はいずれのマウスに対しても掻症行動を誘発 した

が､皮膚症状は示さなかった｡compound48/80誘

発掻痔行動に対 してHR-1系マウスはICR系および

ddY系マウスより高い感受性を示 した｡また､ヘ

アレスマウスはserotoninに対 して他のマウスより

も高い感受性ことが兄い出されたが､histamineと

substancePには感受性が低かった｡抗原抗体反応

による皮膚炎モデルでは､いずれの局所感作の方

法でも掻痔行動は対照群と比較 して有意に多かっ

た｡また､皮内投引 こよる局所感作では注射部位

に紅斑が認められた｡また､背部皮膚histamine含

量を測定した結果､局所感作を行ったマウスは未

感作群よりもhistamine含量が低下していた｡以上

のことから､掻痔行動の誘発にはhistamine以外の

他のケミカルメディエーターが関与 している可能

性があることが示唆された｡

一般講演 2

TDl点鼻により誘発される

鼻閉症状における抗ヒスタミン薬の効果

津喜多栄 ･田窪美保 ･亀井千晃

岡山大学 ･薬学部 ･薬物作用解析学分野

【目的】鼻アレルギーは発作性反復性のくしゃみ､

水性鼻漏､鼻閥を三主徴とする鼻粘膜のⅠ型アレ

ルギーと考えられており､肥満細胞から遊離され

るヒスタミンをはじめとするケミカルメディエー

ターの関与が大きいことが知られている｡ 鼻閉症

状は自覚症状として訴えられるため動物モデルで

の症状把握は容易ではない｡今回､動物での鼻閉

症状を測定方法を検討する目的で､IgEの反応性

が高 く発硯することが報告されているBNラット

を用いてtoluene-2,4,-diisocyanate(TDI)点鼻によ

り誘発されるアレルギー性鼻炎モデルを作製し､

penhを指標として鼻閉症状が測定できるか否かに

ついての検討を行い､このモデルを用いて抗ヒス

タミン薬の効果についても検討を行った｡

【方法】アレルギー性鼻炎モデルは6週齢の雄性

BNラットを用いて作製した｡ 10%TDlを10/‖/site

の用量で連続 5日間点鼻投与し､2日後に同様の

操作を繰 り返 し感作 した｡ 1週間後に5%TDIで

誘発試験を行った｡penhは無拘束呼吸機能測定装

置を用い6時間連続 して測定を行い1時間ごとの

平均値として表 した｡同時にくしゃみの回数も30

分間観察した｡抗ヒスタミン薬としては､クロル

フェニラミンとエビナステンを用い､誘発 1時間

前に経口投与した｡

【結果】TDIの刺激によりpenhは有意に上昇 し､

その効果は約6時間連続 し､ 1時間と4時間の二

相性の反応がみられた｡くしゃみの回数の増加と

penhの上昇が平行 して観察された｡TDIによる即

時相でのpenhの上昇はクロルフェニラミンによっ

て抑制され､第二世代の抗ヒスタミン薬であるエ

ビナステンでは即時相のみならず､遅発相での上

昇も有意に抑制 した｡TDIで感作を行ったラット

にヒスタミンを点鼻することによりくしゃみの回

数､およびpenhは有意に上昇した｡従って､ヒス

タミンはpenhの上昇に重要な要因であると考えら

れた｡

一般講演3

ニワトリB細胞株を用いたタンパク分子改変

システムの構築 :変異導入機能のON/OFF制御

藤堂景史 ･曲 正樹 ･金山直樹 ･大森 斉

岡山大学 ･工学部 ･生物機能工学科

ニワ トリB細胞株であるDT40は､activation-

inducedcytidinedeaminase(AID)依存的な遺伝子

変換により､自発的に抗体遺伝子を改変し続ける｡

このDT40の特性は､目的タンパク分子の機能改

変システムとして応用できると考えられる｡ さら

に､DT40の持つ遺伝子改変の活性のON/OFFの

switchが繰 り返し行えるならば､変異を固定した

り､2次的な変異を誘発することが可能となり､

有用な変異体を効率よく単離できると考えられ

る｡ そこで今回､cre/loxPシステムによる挿入遺

伝子の反転を利用 してAIDの発現を制御 し､遺伝

子変換のON/OFFを繰 り返 しswitchできるDT40細

胞を樹立 した｡ 互いに逆向きのloxP配列間に､

AIDとGFP遺伝子をタンデムに､puromycin耐性遺

伝子を逆向きに配置したconstructをAID遺伝子座

にknock-inL､もう一方のAID遺伝子座を破壊 し

た｡ これによりAIDの発現がoNの時は同時に

GFPが発現 し､OFFの時はpuromycinで選択できる｡

また､creはエス トロゲン受容体との融合タンパ

クとして発現 させ､エス トロゲン誘導体の4-
hydoroxytamoxifen(4-OHT)の添加により､その

細胞内局在 を変化 させcreの活性 を制御 した｡

puromycirl耐性 として選択 したoFFの状態にある

細胞に､4-OHTを添加 したところGFP (AID)発

現細胞が出現 し､それらの細胞ではknock-inした

AID遺伝子の反転､それに伴うAIDの発現､さら

にはAIDの発現がoNの時のみに抗体遺伝子への
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変異 (遺伝子変換)が効率よく導入された｡また

これらGFP陽性の細胞に4-OHTを再び作用させる

と､puromycin耐性のGFP(AID)陰性細胞が取得

できた｡以上の結果は､樹立した細胞で遺伝子改

餐のON/OFFが繰り返し行えることを示す｡

一般講演4

Hairyears(Eh)マウスが持つ染色体逆位の

切断点の特定

片山健太郎 ･宮本沙也佳 ･古野亜紀

辻 岳人 ･国枝哲夫

岡山大学大学院 ･自然科学研究科

【目的】Ehマウスは第15番染色体上に中性子線照
射に起因する染色体逆位を持つ突然変異マウスで

あり､ヘテロ個体 (Eh/+)は耳介の縮小および

耳介表面の被毛を呈する｡ 一方ホモ個体 (Eh/Eh)

は胎生期に死亡すると報告されているがその詳細

は明らかにされていない｡Ehマウスが里する表

現型は逆位により遺伝子が切断されているか､も

しくは逆位の切断点近傍に存在する遺伝子の発現

が変化 していることに起因すると考えられてい

る｡ 本研究ではEhの原因遺伝子を同定しその機

能を明らかにする事を目的として､Eh/Ehl固体が

呈する表現型を明らかにするとともにEhマウス

が持つ染色体逆位の切断点を特定することを試み

た｡

【材料および方法】Ehマウスと同様に第15番染色
体上に染色体逆位をもつ突然変異マウスである

Koala(Koa)マウスとEh/+個体を交配し､Ehマ
ウスとKoaマウス双方の染色体逆位を持つマウス

(Eh/Koa)を得た｡次にEh/Koa個体と野生型マウ
スを交配し､EhマウスとKoaマウスに共通する逆

位領域内での組換えによりそれぞれの染色体逆位

の近位側切断点の間の領域を欠失した染色体を持

つマウス (△B/+)および遠位側切断点の間の領
域を欠失した染色体を持つマウス (△D/+)を作

出した｡これらの欠失領域をマイクロサテライト

マーカーの対立遺伝子のパターンから明らかにす

ることによりEhマウスの染色体逆位の切断点を
特定した｡また､Eh/+個体同士の交配から得ら

れたEh/Ehl固体の形態学的および組織学的解析を
行った｡

【結果および考察】Ehマウスが持つ染色体逆位の
近位側切断点はヒアルロン酸合成酵素をコードす

る 〃α∫2遺伝子から約200kb近位側に存在 してお

り､遠位側切断点はホメオボックス遺伝子群の一

つであるHoxc遺伝子群の最も遠位側に位置する

Hoxc-4遺伝子から8kb遠位側に存在 していること

が明らかになった｡Eh/Ehl固体の形態学的および

組織学的解析を行った結果､Eh/Ehl固体は口蓋板
の伸長不全に起因する口蓋裂を呈し生後一日以内

に死亡することが明らかになった｡ Ehマウスの

染色体逆位により切断されている遺伝子は存在し

ていないことから､Ehマウスが呈する表現型は､
逆位の切断点近傍に存在するこれらの遺伝子の発

現が変化したことにより生じている可能性が推測

された｡

特別講演

軟骨形成不全症モデル動物を用いた

長管骨の成長を制御する遺伝子の解析

辻 岳人 ･国枝哲夫

岡山大学大学院自然科学研究科

脊椎動物の骨格をなす骨には､形に応じて長管

骨､扇平骨､不規則骨などに分類される｡ これら

の骨の発生には陵内骨化と軟骨内骨化と呼ばれる

2通りが知られており､ヒトにおける身長の伸び

に重要である長管骨は軟骨内骨化により形成され

る｡ 長管骨には骨端部に成長板軟骨といわれる軟

骨組織が存在し､この組織内において軟骨細胞が

増殖 ･肥大化 ･アポ トーシスをへて､破骨細胞に

よる吸収と骨芽細胞による骨基質の沈着により骨

へと置換されることで骨は成長してゆくことが知

られている｡ これら一連の過程からなる軟骨内骨

化において､軟骨細胞は静止軟骨細胞 ･増殖軟骨

細胞 ･成熟軟骨細胞 ･肥大軟骨細胞の特徴的な分

化段階を経ており､各段階は全身性のホルモン､

局所的な増殖因子などの種々の因子の作用により

厳密に制御されている｡ また､それらの遺伝子の

異常によりその機能が損なわれると軟骨細胞に異

常をもたらされ､結果的には長管骨の伸長作用が

遅延することで四肢の短縮となることが知られて

いる｡

これまで我々の研究室では､遺伝子の変異によ

り四肢の短縮を特徴とする軟骨形成不全症を呈す

る家畜および実験動物を用いてその原因となる遺

伝子の同定を行ってきた｡四肢長管骨の短小､骨

端の肥大､それに伴う歩行異常を特徴とするウシ

の軟骨異形成性接小体躯症の原因遺伝子として新

規の遺伝子であるL.IMBINを同定し､その機能に

ついての解析を試みている｡ さらに最近､ジャク

ソン研究所において確立された軟骨形成不全症の

モデルマウスであるacllOndroplastic(cn/cn)マウス

から､C型ナ トリウム利尿ペプチ ドのレセプター

であるNpr2遺伝子を原因遺伝子として同定した｡

また､我々が確立した系統で cn/cnマウスと類似



42

した表現型を示すsLWマウスも同じ遺伝子に変

異があることを明らかにしている｡本研究会では､

これらの成果を中心に報告します｡

参考付韓 :脊椎動物の長管骨 (四肢の骨など)は､

胎生期に軟骨性の骨原基として出現し､これがや

がて骨組織に置き換わります｡さらに､長管骨の

成長が止まるまでは､骨端部に骨端軟骨板という

軟骨組織が存在し､この部位の軟骨細胞が増殖 ･

分化して骨組織に置換することによって､長管骨

の長軸方向 (骨の長さ)の成長がおこります｡骨

端軟骨板には､通常､休止細胞､増殖細胞､成熟

細胞､肥大細胞といった各分化段階の軟骨細胞が

規則正しく分布しており､最終的な分化段階であ

る肥大細胞層において軟骨基質は徐々に石灰化を

始め､やがて石灰化軟骨となります｡この後､破

骨細胞によって最終分化した軟骨細胞と石灰化軟

骨基質は吸収､骨芽細胞による骨基質の添加を経

て骨組織-と置換されます｡成長期における骨端

軟骨板の軟骨細胞の増殖 ･分化､骨組織への置換

は､全身性のホルモン､局所的な増殖因子などの

種々の因子によって制御されていますが､これら

の因子の発現や感受性 (受容体の発現に深く関与

していると考えられるものの1つにビタミンA関

連物質があります｡ビタミンAの代謝産物である

レチノイン酸は､転写制御因子であり､DANか

らmRNA-の転写のレベルで種々の遺伝子の発現

を制御しており､軟骨細胞に村しても主要な分化

に関連したいくつかの作用を発硯することが知ら

れています｡

記念講演

犬の来た道

田名部雄一

岐阜大学名誉教授

犬の祖先はオオカミである｡ このことはミトコ

ンドリアDNAの塩基配列から見て明らかである｡

他の種､たとえばコヨーテはDNA塩基配列の差

からの推定で100万年前にオオカミと分岐してお

り､キンイロジャッカルはさらに昔である｡ 一方､

イヌの家畜化は古 く見積もっても2万年前であ

る｡ しかし､塩基配列の差からは13万年前と推定

されるが､これはイヌではヒトによる人為交配に

より分子進化速度が速 くなったことを示 してい

る｡ またイヌとオオカミの間には10代以上にわた

って､任性のある仔ができることが証明されてい

る｡ イヌの初めの家畜化の場所は､オオカミのい

ろいろの亜種や､現存のイヌの品種のミトコンド

リアDNAの比較から､東アジアで始まったとの

説が有力である｡ しかし､現在の400種以上にな

る多様なイヌの品種の成立には､北アメリカに現

存するオオカミの亜種を除くユーラシア大陸の4

つのオオカミの亜種が関与していると考えられて

いる｡

オオカミからイヌへの家畜化は､ヒトが農業を

始めるより遥か前に行われた｡当初の用途は､猛

獣に対する警戒用であり､これによりヒトとオオ

カミは､互いに安全を保つことができた｡この両

種の関係は明らかに相利共生である｡ 当時ヒトは

食料の獲得を狩猟､採集に頼っていた｡このため

イヌは狩猟の助手としても使われるようになっ

た｡ユーラシア大陸､特にその西部では､イヌは

牧畜犬 (牧羊犬)として重要な役割を果たすとと

もに､番犬として重要な役割を演じてきた｡ 北部

ユーラシア大陸では､ソリを引くソリ犬として使

われた｡他に､軍用犬､警察犬などの用途にも使

われるようになった｡ イヌとネコと共にヒトと相

利共生の成功した数少ない種である｡

近年では､イヌは､特に先進国において､実用

的な特定の目的のために飼育されるのではなく､

飼い主およびその家族の心の安らぎを与える家庭

犬として多く飼育されるようになり､コンパニオ

ンアニマルの代表的な種となっている｡ イヌの行

動特性の遺伝解析が近年進んできた｡ ドーパミン

受容体D4遺伝子 (DRD4)の多型に品種差があり､

行動性の強さと関係している遺伝子があることが

知られた｡

日本では､少なくとも1万年以上前に縄文人が

イヌを猟犬として大切に飼育していた｡

弥生時代になり､農耕民族が朝鮮半島から新しい

イヌを伴ってやってきてからは､食用にも供され

たが､その後はあまり食用にされなくなった｡古

墳時代以降には､他のイヌが日本に入ってこなか

ったこともあり､独特の日本犬が成立した｡ 明治

維新以降､西洋犬種が多く輸入され､日本犬の雑

種化が始まった｡しかし､昭和の初め頃から､日

本犬の保存運動が始まった｡現在は､多くの日本

犬の品種が保存され､かつ実用的に多数飼育され

ている｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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第49回岡山実験動物研究会

平成17年6月24日(金)午後1時30分から午後5時

10分まで岡山理科大学の浅田伸彦先生のお世話で

岡山理科大学 ･創立40周年記念館ホール (第25号

館8階)で開催された｡ はじめに会長代理の佐藤

(岡山大学農学部)から開会のあいさつがあり､そ

の後､一般講演に移った｡ 一般講演(1)は｢矯/J嘆
然変異 (SLW)マウスの原因遺伝子の解析｣と題

して曽川千鶴さん (岡山大学大学院自然科学研究

料)が講演された｡この司会は大森 斎先生 (岡

山大学大学院自然科学研究科)が担当された｡一

般講演(2)は｢末梢朗田胞の親和性成熟機構の解析｣

と題して香山絵美さん (岡山大学大学院自然科学

研究科)が講演された｡この司会は国枝 (岡山大学

大学院自然科学研究科)が担当した｡特別講演は

｢動物園と動物たち､そして人｣と超して赤迫良一
氏 (㈱池田動物園)が講演された｡この司会は河
田哲典先生 (岡山大学教育学部)が担当された｡

休憩を取った後､事務局から会務報告があった｡

①平成16年度の活動として､第47回および第48回

研究会を開催し､第21号の研究会報を発行した｡

投稿規定の一部改正を行った｡名誉会員として

㈱林原常務取締役の栗本雅司氏を推戴した｡会

則第9条に則り､平成17-18年度の役員の選任

を行った｡理事会は6月25日と11月26日の研究

会開催日に行った｡常務理事会は4月27日､10

月7日に開催した｡

②平成16年度の会計収支報告を行った｡収入総額

は1,114,163円 (前年度繰越金446,157円含む)､

これに対 して支出総額は479,885円となり､残

高は634,278円であった｡平成17年4月26日､監

事による会計監査を受けた｡

③平成17年度の活動計画としては､2回の研究会

を開催する｡ 第49回研究会は現在､浅田伸彦先

生のお世話で岡山理科大学で開催している｡ 第

50回研究会は11月下旬にピュアリイティまきび

で開催を予定する｡ 研究会報 (第22号)の編

集 ･発行 (9月予定)､理事会 ･常務理事会を

各々2回開催する｡ その他の事項として､平成

18年5月1日]-13日､神戸国際会議場で開催さ

れる第53回日本実験動物学会総会 (大会長 :倉

林 譲先生)-協力する｡

会務報告後､一般講演(3)に移った｡｢アルミ

ニウム投引 こよる生体内蓄積に関する研究｣と

題して愛甲博美先生 (岡山理科大学理学部)が

講演された｡この司会は中永征太郎先生 (ノー

トルダム清心女子大学家政学部)が担当された｡

その後､招待講演が行われた｡

招待講演は ｢野生由来マウス系統の遺伝的多

様性を利用した行動の遺伝学的解析｣と題して

小出 剛先生 (国立遺伝学研究所 ･マウス開発

研究室)が講演された｡この司会は浅田伸彦先

生 (岡山理科大学理学部)が担当された｡

招待講演終了後､浅田伸彦先生のご配慮で同

会場で懇親会が持たれた｡岡山理科大学学長の

宮垣素也先生の歓迎のご挨拶をいただき､会員

相互の親睦を深め､和やかなうちに閉会した｡

一般講演 1

矯小突然変異 (SLW)マウスの

原因遺伝子の解析

曽川千鶴 ･辻 岳人 ･国枝哲夫

岡山大学大学院 自然科学研究科

【背景】shorトlimbedDwarfism (SLW)マウスは､

岡山大学農学部にて維持していた､ddY系マウス

コロニー内に出現 した接小マウスより樹立した､

軟骨形成不全を呈する新 しい突然変異系統であ

る｡ sLWマウスに認められる表現型の特徴は､頭

部の丸み､四肢 ･尾の短小を伴う全身的な矯小で

ある｡ 矯小は生後一週間に達する頃より現れはじ

め､成長に伴いより顕著になる｡ また多くの個体

は生後数週間以内で死亡する｡ 本表現型は常染色

体単一劣性の遺伝子に支配され､我々はその遺伝

子をslwと命名した｡ 本研究では､sLWマウスに

おける詳細な病態やこの表現型を引き起こす原因

遺伝子を明らかにすることを目的とし､組織形態

学的解析および原因遺伝子の解析をおこなった｡

【材料 ･方法】アルシアンブルー ･アリザリンレ

ッド染色により骨格標本を作製し､形態的観察を

行った｡ 腰骨成長板軟骨の組織切片を作成 し､

H･E染色にて組織学的解析を行った｡連鎖解析

には､C57BL/6Jとslw/slwの交配により得られたF2

個体の中から接小を里 した69個体を使用し､仝染

色体を網羅するマイクロサテライトマーカーによ

る遺伝子タイピングを行った｡同座検定交配には､

∫Jwがマッピングされた領域内に原因遺伝子が存

在するCNマウスを使用 した｡接小個体､正常個

体の脳よりTotalRNAを抽出して､cDNAを合成し

クローニング後Npr2遺伝子の塩基配列を決定し

た｡ グアニルシクラーゼ活性の測定にはslw/slw

と+/+個体の培養軟骨細胞を使用 し､CNP添加

後のcGMP濃度をELISA法により測定した｡

【結果】骨格の携帯観察では､矯小個体の頭部が

丸みを帯び長管骨が著しく短縮していることが明

らかとなった｡また､腰骨成長板軟骨組織の観察

では､媛小個体の軟骨細胞の数が正常と比べると

明らかに減少していた｡さらに連鎖解析により原

因遺伝子slwをマウス第4染色体上の約10cMの領

域に特定した｡ この領域にはsLWと類似した軟
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骨形成不全を呈するCNマウスの原因遺伝子が存

在することから､sLWとcNは同座である可能性

が考えられた｡そこでCNマウスとの同座検定交

配を行ったところ接小個体が得 られ､SLWとcN

は同座であることが確認された｡ cNマウスの原

因遺伝子は､C型ナトリウム利尿ペプチ ド (CNP)

のレセプター (GC-B)をコー ドするNpr2遺伝子

であることから､SLWマウスにおけるNpr2の塩
基配列を決定したところ､エキソン8内に生じた7

塩基の欠失によりフレームシフト変異を起こして

いることが明 らか となった｡ この変異により

slw/slwではGC-Bの機能が消失 していることが考

えられたため､軟骨細胞を培養し､cNP添加後の

cGMP濃度を測定することでグアニルシクラーゼ

活性を確認 した｡ その結果､+/+個体では､添

加 したcNP濃度依存的にcGMP濃度は増加 した

が､slw/slw個体では､cGMP濃度は増加 しなかっ

た｡ 以上のことから､sLWでは坤r2遺伝子に生
じたフレームシフト変異によりcNPレセプター

(GC-B)の機能が消失 し､cGMPを介したcNPシ

グナルが欠損 していることが､軟骨形成不全を引

き起こしている原因であると考えられた｡

一般講演2

末梢B細胞の親和性成熟機構の解析

香り｣絵美､岡津貴裕､曲正樹､金山直樹､大森斉

(岡山大学大学院･自然科学研究科 ･細胞機能設計学)

<目的>

抗原に感作されると抗原特異的B細胞が､数多

くのB細胞集団の中からクローン選択される｡ 抗

原特異的B細胞集団の一部はさらに高親和性抗体

を獲得するために末梢リンパ組織中で肱中心を形

成し､抗体の親和性成熟を行うことが知られてい

る｡ 我々は､B細胞の親和性成熟経路-の動員機

序を解析するため､末梢B細胞の約80%が4-hydroxy

-3-nitrophenylacetyl(NP)特異的な朗田胞レセプタ

ー (VHT/11またはvHT/人2)を発現 している

Quasimonoclona](QM)マウスを用いている｡ これ

までに､VHTに低親和性を示すp-nitrophenylacetyl

(PNP)化抗原を免疫すると､pNPに対する初期の
親和性がより高いVHT/A2のみが親和性成熟経路

に動員されてお り､抗体可変部領域の共通変異

(T313A)がpNPへの特異性獲得に寄与しているこ
とをvHT十anti-PNPmAbにより明らかにしている｡

そこで本研究ではvHT/A2B細胞の親和性成熟経

路への動員をより詳細に検討することを目的とし

ている｡

<方法 ･結果>

腫中心での親和性成熟過程を経時的に解析する

ため､pNP化抗原を免疫 したQMマウスのリンパ

節細胞から肱中心B細胞をsinglecellsortL､PCR

法を用いてsinglecellレベルでの抗体遺伝子の解析

を試みた｡免疫後7､10､16日の腫中心B細胞では､

重鎖vHTの保持が確認された細胞のうちT313Aの

変異を有する細胞が経時的に増加している傾向が

見られた｡また､それらのVHT+T313A+細胞では､

軽鎖人2が優先的に選択されることも観察された｡

次に､免疫後の初期段階に肱中心に動員されるB

細胞について可視的に解析を行うためにQM B細

胞を5-or6-(N-Succinimidyloxycarbonylト3-,6--0,

O l-diacetylfluorescein(CFSE)で生細胞として蛍

光標識し､pNP化抗原でBCR刺激を与えて､あら
かじめ旺中心を形成させた野生型マウスの尾部静

脈から移入し､標識細胞の肱中心への移行の有無

を検討した｡移入後2日に牌臓組織の凍結切片を

免疫組織染色で観察したところ､pNP化抗原によ

るBCR刺激に依存 して､肱中心へのqM B細胞の

移行が観察された｡()M B細胞が存在 していた肱

中心を計数したところ､刺激を行わないと約20%

であったが､刺激を与えると約85%であった｡ ま

た､VHT/A1とvHT/12B細胞を分離してそれぞ

れを移入すると､VHT/人2B細胞が優先的に腫中

心へ動員されていることが観察された｡これらの

結果はmAbの解析結果と一致しており､初期の親

和性がより高いB細胞が優先的に肱中心-と選択

され親和性成熟することが示唆される｡

特別講演

動物園と動物たち､そして人

赤迫 良一

(柵池田動物園

いろいろな殺伐とした出来事を耳にすることの

多い昨今､人が人間らしく生きていくためには生

き物たちの姿をもう一度見つめなおす必要がある

と思います｡そのためには､幼少期に動物園で生

き物とふれあう､接することが非常に大きな意味

を持つと考えます｡動物園には教育､レクレーシ

ョン､自然保護､研究の4つの機能があります｡

しかし､レクレーション以外の部分はなかなか受

け入れていただけない現状です｡すぼらしい施設

を持ってそういう効果を狙った展示を行われてい

る園館 もありますが､私立の動物園ではなかなか

叶わないのも､また現状です｡私どもの小さな動

物園の､動物たちとのふれあいや接触を通して生

き物たち-の関心を深めていただこうとする試み

をご紹介します｡
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一般講演3

アルミニウム投与による生体内蓄積に関する研究

愛甲 博美

岡山理科大学理学部

【緒言】アルミニウムは種々の飲料水や食品など

に含まれていることが知られている｡ 神経毒とし

てアルミニウムが関係する証拠は増大 しつつあ

る｡ 人と動物双方の研究では神経機能障害とアル

ミニウムがリンクしている可能性が考えられる

が､アルミニウムの摂取量とアルツハイマー症と

のかんけいは明らかになっていない｡しかしなが

ら､ある専門家は人へのアルミニウム曝露を制限

すべきであると警告している｡

今回の研究では､アルミニウムを含むアミノ酸

水溶液を投与したマウスで容易にアルミニウムが

生体内に蓄積されることを見出したので報告する｡

【実験動物】実験動物にはICR系のメスのマウス

(体重25-ヨog)を用いた｡それらのマウスを

(I)コントロールグループ､(3)アルミニウム投

与グループ (Al)､(3)アルミニウム+グリシン

(Al+Gly)グループ､(4)アルミニウム+グルタ
ミン酸 (Al+Glu)グループ､(5)アルミニウム+

トリプトファン (Al+T叩)グループに分類した｡
【実験結果】

(1)尿中Alおよびcaの定量
種々の試料を投与 したマウスの尿中Alおよび
ca量を測定した｡ その結果､尿中Al量に関して

はAlのみおよびAl+Trpを投与 したグループで
は､コントロールグループと比較し､高い値を示

した｡また､Al+GlyおよびAl+Gluを投与したグ
ループではAlおよびAl+Trpを投与したグループ
より有意に低い値を示 した｡ 一方､尿中ca量に

関しては､Al+GlyおよびAl+Gluを投与したグル
ープはAlおよびAl+Trpを投与したグループより
4-5倍高い値を示 した｡ これらの結果はAl+

GlyおよびAl+Gluを投与したグループでは生体内
にAlが吸収蓄積され､他方caが尿中に排推され
ることを示唆していることより､何らかの相関関

係があるものと思われる｡

(2)臓器中のAlの定量
種々の試料を投与したマウスの臓器 (脳､腎臓､

肝臓､心臓､肺臓､骨)中ca量を測定 した｡ そ

の結果､いずれの臓器においてもAl+Glyおよび
Al+Gluを投与したグループではAl量がコントロ
ールと比較し､高い値を示した｡特に顕著な結果

はA什GlyおよびAl+Gluを投与したグループの脳
中Al量が高いことであった｡神経毒として知られ

ているAlが脳中に蓄積された事実はGlyおよびGlu
の存在下で容易に血液一脳関門を通過することが

明らかとなった｡

招待講演

野生由来マウス系統の遺伝的多様性を

利用した行動の遺伝学的解析

小出 剛

国立遺伝学研究所 マウス開発研究室

ヒトの顔や体質と同様に､性格や行動は遺伝的

要因の影響を強く受けることがこれまでの研究か

ら示唆されてきました｡このような行動の個人差

に関わる遺伝子は､単一の遺伝子ではなく複数の

遺伝子が影響を及ぼすcomplextraitであることが
分かってきています｡今後は､このような身近な

遺伝現象に関わる遺伝的機構を明らかにしてゆく

研究が益々重要になってきます｡

私たちは､遺伝的多様性に富む野生由来マウス

系統を用いて､行動表現型の多様性を明らかにし､

その原因となる遺伝的機構を明らかにしてゆこう

と研究を進めています｡世界各地で捕獲されたマ

ウスをもとに当研究所で多くのマウス近交系続が

樹立されました｡それらの系統について行動パタ

ーンを解析すると､系統ごとに特徴的な行動が観

察されました｡例えば､自発運動性 ･痛覚に対す

る感受性､更には不安行動等に関して､系統間で

の顕著な違いが検出されました｡特に､一般的な

実験系続であるC57BL/6系統と日本産野生由来マ

ウスであるMSM/Ms系統をもちいた行動解析を行

い､これらの系統間で自発活動性､情動性､社会

性､攻撃性､痛覚感受性に違いがあることを明ら

かにしてきました｡ これら2系統の行動特性の差

異に関わる遺伝的機構の解析を行うために､コン

ソミック系統を利用した研究を進めています｡コ

ンソミック系統は受容系統であるC57BL/6の染色

体の任意の 1本を供与系統であるMSMの染色体

で置換した系統で､各条染色体19本と性染色体2

本よりなる系統群です｡これらの系統は行動特性

の遺伝的解析のために非常に有用なリソースであ

り､各系統の行動を解析することによりC57BL/6

系統とMSM系統間の行動差に関わる遺伝子を解

析するまでのステップが従来よりも著しく短縮さ

れます｡現在私たちの研究室では､これらの系統

を用いて自発活動性測定､オープンフィールド試

験､明暗箱試験､社会性試験､攻撃性試験､痛覚

感受性試験などの一連の行動解析を行い､これら

行動特性に関わる遺伝子座を体系的に明らかにす

ることを行っています｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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第50回岡山実験動物研究会

平成17年12月2日(金)午後1時30分から午後5時

25分までピュアリティまきびで開催された｡はじ

めに会長の倉林 譲先生から開会のあいさつがあ

り､その後､招待講演 に移った｡ 招待講演は

｢DNA診断で偽装表示 と美味 しい牛肉を見抜 く｣

と還して万年英之先生 (神戸大学大学院自然科学

研究科 ･資源生命科学専攻)が講演された｡この

司会は佐藤 (岡山大学大学院自然科学研究科)が

担当した｡招待講演の後に､百田龍輔先生 (岡山

大学大学院医歯薬学総合研究科)の特別講演 ｢実

験系としてのショウジョウバエ｣を予定 していた

が､ご病気で講演できなくなったことから､万年

先生には無理をお願いして､ご講演の時間を延長

していただいた｡

休憩を取った後､事務局から会務報告があった｡

(∋平成17年度の活動として､第49回および第50回

研究会を開催 した｡第49回研究会は岡山理科大

学の浅田伸彦先生のお世話で､6月24日(金)

13:30から17:10まで岡山理科大学創立40周年

記念館 (第25号館)8号ホールで開催 された｡

第50回研究会は本日12月2日(金)13:30からピ

ュアリティまきびで開催 している｡ 現在､研究

会報 (第22号)の編集 ･発行を進めている｡ 理

事会は6月24日と12月2日の2回､常務理事会は

5月9日と11月8日の2回開催 した｡

②平成17年度の会計収支中間報告 (1月1日～日月

30日):収入総額は766,287円 (前年度繰越金

634,278円含む)､ これに対 して支出総額は

138,270円となり､残高は628,017円であった｡

(参平成18度の活動計画としては､2回の研究会を

開催する｡第51回研究会はノー トルダム清心女

子大学の中永征太郎先生のお世話でノー トルダ

ム清心女子大学で開催を予定ている｡ 第51回研

究会は11月下旬-12月上旬にピュアリイティま

きびで開催予定｡研究会報 (第23号)の編集 ･

発行 (9月予定)､理事会 ･常務理事会を各々2

回開催する｡ 平成18年5月11日-13日､神戸国

際会議場で開催される第53回日本実験動物学会

総会 (大会長 :倉林 譲先生)の後援と協力を

行う｡

会務報告後､記念講演に移った｡ 記念講演は

｢′ト実験動物における全身麻酔｣と題 して､当研

究会の会長で平成18年3月にご退官 される倉林

譲先生 (岡山大学自然生命科学研究支援センタ

ー･動物資源部門)が講演された｡この司会は三谷

恵一先生 (岡山大学名誉教授 ･岡山実験動物研究

会理事)が担当された｡倉林 譲先生のご講演終

了後､最終講義を兼ねたご講演に対 して､感謝の

意を込めて前会長の佐藤から花束が贈呈された｡

記念講演終了後､同会場で懇親会が持たれ､講

師の先生を交えて会員相互の親睦を深め､和やか

なうちに閉会した｡

招待講演

DNA診断で偽装表示と美味しい牛肉を見抜く

万年 英之

神戸大学大学院自然科学研究科

資源生命科学専攻

本講演では､DNA鑑定を用いて牛肉の偽装表示

を防ぐための鑑定技術開発に関して､また牛肉の

品質に関わるDNA鑑定について説明します｡

国産牛肉の品種名監定

最近､外国産輸入牛肉を国産牛肉と偽称 した事

例に代表されるような､牛肉などの食品を不当な

表示で販売するという不祥事が起きている｡ 正 し

く表示された牛肉の販売は､消費者や生産者の受

益といった点で重要である｡ 我国ではこれまでに

農作物の偽装表示が度々行われていたことが示唆

されているが､偽称販売は輸入牛肉のみならず､

国産牛肉においても存在している形跡がある｡

我々がまず着目したのは､Fl(黒毛和種 ×ホ

ルスタイン種)が黒毛和種として偽装販売される

ことについてである｡ Flの毛色は黒毛和種 と見

分けがつきにくい上 (実際は黒毛和種よりも黒色

が強く､わずかな部位ながらしばしば白斑が現れ

る)､肉質も黒毛和種 とホルスタイン種の中間に

位置し､肉質の良いものは黒毛和種と見まちがう

ほど出来のいいものも存在する｡ また､増体は黒

毛和種よりもよく､平均価格は黒毛和種よりも安

価である｡ このような理由が､Fl牛肉が高級黒

毛和種牛肉に偽称販売される背景となっている｡

我々はこれら偽装表示を防ぐための一つの手段

として､DNAにより牛肉が識別できる方法の開発

が有用であると考えた｡これはDNAのゲノムスキ

ャニング法の一つを用い､品種の間で違いを示す

DNAの箇所を見つける方法である｡ このような手

法を用いた結果､これまでに6つ程度の黒毛和種

とFlを識別するDNAマーカーの開発に成功 した｡

そのDNAマーカーの精度は99%以上の確率でFlの

個体を識別できるものである｡ この方法では､ス

ーパーで販売されている0.025gの精肉 (耳掻 き1

杯程度)からでも十分に鑑定が可能である｡

このような識別法は､実際に ｢偽装表示｣をす

るものがいなければ､無用の技術であるが､いざ

と言う時のために開発すべき技術であり､それが

偽装表示を抑制し､消費者や生産者の安心や信塵

につながると考えている｡ 現在は､世間を騒がせ
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ている輸入牛肉に対 してもDNA鑑定できるよう

な方法の開発に鋭意取り組んでいる｡

DNA診断による牛肉品質の向上への取り組み

食べ物の ｢おいしさ｣とは個人差があり､その

評価は難しい｡牛肉においては一般的に､｢柔ら

かさ｣､｢風味｣､｢多汁性｣がおいしさの大きな要

因を占めると言われている｡ 日本固有の牛品種で

ある黒毛和種は､その品質の高さから世界的にも

評価されている｡ この高品質の要因としては ｢脂

肪交雑 (さし)｣が良く入るためであり､その結

果､｢やわらかさ｣や ｢多汁性｣が向上するとい

われている｡ 一方､｢風味｣は最も評価が難しい
形質であるため､改良の対象としては取り上げら

れてこなかった｡ この ｢風味｣に関係するものと
しては脂肪酸の質が影響している｡ 特に脂肪酸の

中でも､不飽和脂肪酸が牛肉の熟成期間中に芳香

物質となることが報告され､この不飽和脂肪酸の

割合は ｢風味｣に対する指標となることが推測さ

れる｡ また､飽和脂肪酸の過剰摂取は血中コレス

テロールの増加をまねくことから､不飽和脂肪酸

含有量が多いことは健康にも良いとされている｡

この脂肪酸の質に影響する遺伝子が同定できれ

ば､牛の遺伝的な改良や牛肉品質の指標として利

用できると考えられる｡

我々は脂肪酸の質が牛品種や個体によって変化

していることを考え､脂肪酸含有量に影響する遺

伝子の同定に取 り組んできた｡ 着 目したのは

stearoy1-CoAdesaturase(SCD)という酵素で､ス
テアリン酸､パルミチン酸から一価不飽和脂肪酸

であるオレイン酸やパルミトオレイン酸を生成す

るのにかかわる酵素である｡ 我々は一連の研究か

ら､このSCD酵素の変異が黒毛和種における不飽

和脂肪酸含有量に影響していることを突き止め､

この変異を用いることにより牛の改良や牛肉品質

の一指標として利用できると考えている｡ 特に牛

肉のDNAによる評価システムの利用として興味

を持って頂ければ幸いである｡

記念講演

実験小動物における全身麻酔

倉林 譲

岡山大学自然生命科学研究支援センター

動物資源部門

医学の実験研究を行うために麻酔技術を使用す

ることは実験動物福祉上非常に大切な事柄であ

る｡ 実験動物における苦痛排除手段は麻酔である

と言っても過言ではない｡特に､実験動物の麻酔

には､全身麻酔､局所麻酔､特殊な麻酔法がある

が､主に全身麻酔によることが多い｡このことは

動物の行動を抑制し､固定することができる利点

があるからである｡ 全身麻酔には､吸入麻酔､静

脈麻酔､筋肉内麻酔､腹腔内麻酔ならびに直腸麻

酔等がある｡ 静脈麻酔､筋肉内麻酔､腹腔内麻酔

ならびに直腸麻酔等は､高い精度の麻酔機器類は

要らぬが､特にマウスヤラットのような小実験動

物の吸入麻酔は高精度の機器類が必要なため未だ

に決定的な吸入麻酔器はこの世の中に存在 しな

い｡従って､現在では簡易的な麻酔方法で小実験

動物の吸入麻酔を施すしか方法がない｡しかしな

がら､麻酔深度の調節性から見れば実験動物に対

して最も安全性の高いのは吸入麻酔である｡ 吸入

麻酔薬には､古 くから存在するエーテルがあるが､

爆発性や引火性があるのでこれからは換気装置の

ないところでは使用すべきではない｡その後エー

テルの危険性をなくし麻酔作用が生体に対して安

全である新しい吸入麻酔薬がヒトの臨床に使用さ

れるようになった｡ハロタン､エンフルレン､イ

ソフルレンならびにイソフルレン等である｡ いず

れも沸化有機物で爆発性､引火性のない性質を有

しているが､ハロタンは多少肝機能障害が現れ､

エンフルレンは疫撃が出現することで使用率は減

少しつつある｡ 近年､最も新しい麻酔薬としてイ

ソフルレンならびにセボフルレンが出現してか

ら､ヒトの外科手術時にも使用率が次第に増加し

つつある｡ 麻酔導入ならびに覚醒時間が非常に速

やかで麻酔深度の調節性があり便利である｡ 本特

別講演では､これらの麻酔薬を使用したときの吸

入麻酔装置を開発したのでここまで来た麻酔と題

して53JALAS(神戸国際会議場)のシンポジウム

でも報告する予定であります｡

私のライフワークとした ｢実験動物の麻酔｣に
手がけた約40年の業績を中心にお話したいと思い

ます｡また､岡山実験動物研究会には大変お世話

になりましたことを深謝すると同時に､53JALAS

においても常任組織委員としてご活躍いただいた

会員各位には重ねて心より御礼を申し上げる次第

です｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

平成16年度第2回理事会

平成16年11月26日(金)12:30から13:10までピ

ュアリティまきびで開催された｡

①平成15年度の活動報告 :研究会を2回開催｡第

45回研究会は6月13日(金)13:30から岡山大学

大学文化科学総合研究棟4階オープンラボラト

リーA 多目的スペースで岡山大学教育学部の

河田哲典先生のお世話で開催｡賛助会員による

講演 1題､一般講演3題､特別講演 1題､懇親
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会が企画された｡第46回研究会は11月28日 (金)

13:30からピュアリティまきびで開催｡賛助会

員による講演 1題､特別講演 1題､招待講演 1

題､懇親会が企画された｡研究会報 (第20号)

の発行 (to月)､会則の改定､理事の選任､名

誉会員 (山下貢司先生 :前川崎医科大学 ･現代

医学教育博物館長)の推戴､理事会2回､常務

理事会2回開催｡

②平成16年度の活動報告 :第47回研究会は6月25

日(金)13:30から川崎医科大学別館 6階大会議

室で､川崎医科大学の辻岡克彦先生のお世話で

開催｡賛助会員による講演 1題､一般講演3題､

特別講演 1題､懇親会が企画された｡第48回研

究会は11月26日(金)13:30からピュアリティま

きびで日本生物工学会西 日本支部の協賛で開

催｡一般講演4題､特別講演 1題､記念講演 1

題､懇親会を企画した｡研究会報 (第21号)が

10月に発行され､会員に発送 した｡投稿規程を

一部改正 し､追加事項として和文表題､著者名

(全員の姓名)のみは英文にして､寄稿の際に

添付する｡ 寄稿に不備があると判断された場合

は､事務局が寄稿者に修正等を依頼するとした｡

次期の役員 (平成17-18年度)の選任を行い､

再任となった｡平成16年11月26日開催の第48回

研究会で㈱林原常務取締役の栗本雅司氏が名誉

会員に推戴された｡理事会は6月25日､11月26

日の2回開催｡常務理事会は4月27日､10月7日

の2回開催｡

③平成16年度 (1月1日-11月24日)会計収支中間

報告 :収入の部として前年度繰越金446,157円､

会費33,000円､賛助会費360,000円､日本生物工

学会西日本支部協賛金20,000円､郵便貯金利子

6円となり､収入総額は859,163円､一方､支出

の部 として､第21号会報印刷費144,585円､通

信費64,970円､第47回研究会補助20,000円､第

47回研究会謝金10,000円､雑費30,840円となり､

支出総額は270,395円で､残高は588,768円であ

った｡

④平成17年度の活動計画 :研究会は2回開催｡第

49回研究会は岡山理科大学の浅田伸彦先生のお

世話で､6月に岡山理科大学で開催｡一般講演､

賛助会員による講演､特別講演などを企画 して

いる｡ 第50回研究会は11月下旬に公共施設で開

催｡特別講演､招待講演､記念講演などを企画｡

第22号会報の編集 ･発行 (9月)､理事会の開催

は第49回､50回研究会の開催 日､常務理事会は

4-5月､9-10月に2回開催の予定｡研究会の

ホームページ作成の擢案があった｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

平成17年度第1回理事会

平成17年6月24日(金)12時30分から13:10まで
岡山理科大学 ･創立40周年記念館ホールの講義室

で開催された｡

①平成16年度の活動報告 :研究会を2回開催｡第

47回研究会は6月25日(金)13:30から川崎医科

大学の辻岡克彦先生のお世話で開催｡賛助会員

による講演 1題､一般講演3題､特別講演 1題､

懇親会が企画された｡第48回研究会は11年26日

(金)13:30からピュアリティまきびで日本生物

工学会西日本支部の協賛で開催｡一般講演4題､

特別講演 1題､記念講演 1題､懇親会を企画 し

た｡ 第21号の研究会報を10月に発行 した｡投稿

規定の一部改正を行った｡名誉会員として㈱林

原常務取締役の栗本雅司氏を推戴 した｡会則第

9条に則 り､次期 (平成17-18年度)の役員の

選任を行い､全員再任された｡理事会は6月25

日と11月26日の研究会開催日に行った｡常務理

事会は4月27日､10月7日に開催 した｡

(む平成16年度の会計収支報告 :収入の部として前

年度繰越金446,157円､会費48,000円､賛助会費

600,000円､日本生物工学会西日本支部協賛金

20,000円､郵便貯金利子6円となり､収入総額

は1,114,163円､一方､支出の部として､第21号

会報印刷費144,585円､通信費65,070円､第47回

研究会補助20,000円､第47回研究会謝金10,000

円､第48回研究会補助156,540円､謝金50,000円､

雑費33,690円となり､支出総額は479,885円で､

残高は634,278円であった｡平成17年4月26日に

監事による会計監査を受けた｡

③平成17年度の会計収支中間報告 (1月1日～6月

23日):収入総額 (前年度繰越金634,278円含む)

は731,287円､これに対 して支出総額は129,230

円で､残高は602,057円である｡

④平成17年度の活動報告と活動計画 :研究会は2

回開催｡第49回研究会は本 日､浅田伸彦先生の

お世話で岡山理科大学で開催 している｡ 第50回

研究会は11月下旬にピュアリイティまきびで開

催予定｡研究会報 (第22号)の編集 ･発行 (9

月予定)､理事会 ･常務理事会を各々2回開催｡

平成18年5月11日～13日､神戸国際会議場で開

催 される第53回日本実験動物学会総会 (大会

良 :倉林 譲先生)へ協力する｡

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

平成17年度第2回理事会

平成17年12月2日(金)12:40からピュアリティ

まきび エメラル ドで開催された｡
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①平成16年度の活動報告 :研究会を2回開催｡第

47回研究会は6月25日(金)13:30から川崎医科

大学の辻岡克彦先生のお世話で開催｡賛助会員

による講演 1題､一般講演3題､特別講演 1題､

懇親会が企画された｡第48回研究会は11年26日

(金)13:30からピュアリティまきびで日本生物

工学会西日本支部の協賛で開催｡一般講演4題､

特別講演 1題､記念講演 1題､懇親会を企画し

た｡第21号の研究会報の発行 (10月)｡投稿規

定の一部改正｡名誉会員の推戴 :栗本雅司氏

(㈱林原 常務取締役)｡次期 (平成17-18年度)

の役員の選任｡ 理事会 ･常務理事会の開催

(各々2回)｡

②平成17年度の活動報告 :研究会2回開催｡第49

回研究会は6月24日(金)23:30から岡山理科大

学創立40周年記念館ホールで浅田伸彦先生のお

世話で開催｡一般講演3題､特別講演 1題､招

待講演3題､懇親会を企画した｡第50回研究会

は本日､12月2日(金)13:30からピュアリティ

まきびで開催､日本生物工学会西日本支部協賛｡

招待講演 1題､特別講演 1題､記念講演 1題､

懇親会を企画した｡研究会報 (第22号)の編集

を行っていて､発行は12月予定｡理事会は6月

24日､12月2日の2回､常務理事会は5月9日､

11月8日の2回開催した｡

③会計収支中間報告 (1月1日～11月30日):収入

の部として前年度繰越金634,278円､会費22,000

円､賛助会費90,000円､日本生物工学会西日本

支部協賛金20,000円､郵便貯金利子9円となり､

収入総額は766,287円､一方､支出の部として､

通信費26,910円､第49回研究会補助40,000円､

第49回研究会謝金70,000円､雑費1,360円となり､

支出総額は138,270円で､残高は628,017円であ

った｡

④平成18度の活動計画 :研究会は2回開催｡第51

回研究会はノートルダム清心女子大学の中永征

太郎先生のお世話で6月23日(金)午後にノート

ルダム清心女子大学で開催を予定｡第52回研究

会は11月下旬-12月上旬にピュアリイティまき

びで開催予定｡研究会報 (第23号)の編集 ･発

行 (10月予定)､理事会 ･常務理事会を各々2

回開催する｡ 平成18年5月11日-13日､神戸国

際会議場で開催される第53回日本実験動物学会

総会 (大会長 :倉林 譲先生)の後援と協力を

行う｡研究会のホームページを開設する方向で

検討する｡




